
機鱗議総疑義彰縦装~~~~安芸水と緑と花のまち ~Jf~kt~@議選議昭和47年 5 月 15 日 No. 680 

市政だよ υ γ今月の交通事故相談日
5月23日(火)
市役所第1会議室

10時--15時
なるべく事故に関係の書類を

ご持参ください

1¥1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

児童室

撃警警i主ぬ宮内
時制 I 級機ふ務感j

全 景 和 室

一階西大村出張所 料理実習室 二階ロビー

市制30周年記念
4・~‘・・4・'"句・Aτ二二Lて..--二ー--ー今一 ・4こ

中地区住民センター
.......... ・・"""'"・凶〆ー...... ・ー........ ・ー‘・舟4・....... ・‘列ー~“ゐ4・市喝......... ・‘刈ー令-.....

5月22日開館

V苫" lh~ ，

~ J :，;':完ー
~'.'. ・.，
~ 
.~.~ 
ノ‘ .:;>

:;0.--;.0;弓 T.;;'.~.;?帆 h日 ::':;:;~豆
、;.~ ""~N :，，:γ:ー・...:;~ 、.. ; ... .v-~ぜ .... :>::'. ~ 

と ~-:-;=:-:-: ..::~::."~ l :}.:::';:;: { ~. 、 l..:吋お立
げ帥じ守::;.;Ò!:守 ~"'''j: ¥l ~7''//J 

市制30周年記念事業として、 西大村に建設中の中地
区住民センターが完成し、 5月22日から開館します。

総工費4，635万円、延面積936平方メートノレ、鉄筋コ

ンクリー卜二階建てのスマートな近代建築です。

乙のセンターには、西大村出張所と中地区公民館が

併置されます。

今まで出張所で行なっていた行政サービスのほかに

公民館の活動が始まります。

住民の学習の場として、 各種の学級や講座が聞かれ

ます。

また、お互いの親ぼくと交流の場として、 諸会合や

談話、レクリエーションなどにも利用できます。

住民センターは市民相互の連帯を深め、明るいまち

づくりを推進する うえにも、幼児から青少年、 婦人、

壮年、老人まであらゆる人たちの生涯にわたる人づく

りのうえにも大きな役割を果たすことでしょ う。
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/隆文社印刷所

O 

'"..! 

，園、
乙

乙J

を

と

じ
て

く

だ

さ

い
、~

O 



(到おおむら昭和47年 5月15日 唱
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市政だより

みんな元気に

第
十
二
回
大
村
市
子
ど
も
大
会

は
、
市
制
三
十
周
年
を
記
念
し
て

五
月
五
日
、
子
ど
も
の
日
を
祝
っ

て
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
市
民
会
館
に
は
朝
早
く

か
ら
約
千
五
百
名
の
子
ど
も
た
ち

が
つ
め
か
け
、
市
長
や
教
育
長
か

ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
う
け
、
ま

た
優
秀
な
子
ど
も
会
の
表
彰
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
平
や
小
川
内
子
ど
も

会
の
踊
り
を
は
じ
め
、
合
唱
、
す

劇
な
ど
楽
し
い
演
芸
会
が
行
な
わ

れ
、
子
ど
も
の
日
を
楽
し
く
す
ご

し
ま
し
た
。

ゐ一一一
<l<l<l 

大

日5 

も

[>[>[>5 月

ど子

保

険

料か

本
年
度
中
に
福
祉
年
金
、
お
よ

一一野犬を薬殺します-ー一|

飼い犬はつないでください
7 
月

び
拠
出
年
金
の
支
給
額
が
大
幅
に

lまり

月

別

円

新

大

村

空

港

建

設

エ
事

の

引
き
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

最
後
に
み
ん
な

で
ば
ん
ざ
い
を
し

て
、
ま
た
来
年
の

五
月
五
日
に
会
う

こ
と
を
や
く
そ
く

し
て
意
義
あ
る
子

ど
も
大
会
を
終
わ

り
ま
し
た
。

優
秀子
ど
も
会

水
田
子
ど
も
会

日
の
出
子
ど
も
会

桜
馬
場
第
一
子
ど
も
会

に
よ
る

被
害
が

続
出
し

て
い
ま

す
の
で

野
犬
撲

減
計
画

の
一
環

と
し
て

次
の
と

お
り
野

犬
の
薬

殺
を
実

施
し
ま

し
た
が
、
乙
れ
に
伴
っ
て
保
険
料

も
七
月
か
ら
、
月
五
百
五
十
円
に

改
訂
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た

野
犬

す。

破

発

業

作

開

始

毒
え
さ
に
よ
り
薬
殺
し
ま
す
の

で
、
飼
い
犬
は
け
い
留
し
、
猫
な

ど
人
畜
に
も
被
害
が
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

V
薬
殺
実
施
期
間
お
よ
び
時
間

五
月
十
九
日
、
午
後
十
時
か
ら
五

月
二
十
日
、
午
前
五
時
ま
で

V
実
施
区
域

椎
池
、
大
多
武
地
区

V
薬
の
種
類

硝
酸
ス
ト
リ
キ
ニ
ー
ネ

V
毒
え
さ
の
状
態

あ
げ
か
ま
ぼ
こ
の
中
に
入
れ
る
。

※
雨
天
の
場
合
は
五
月
二
十
六
日

に
変
更
し
ま
す
。

新
大
村
空
港
の
建
設
工
事
は
、
発
破
予
定
期
間
昭
和
四
十
七
年

い
よ
い
よ
五
月
中
旬
か
ら
発
破
作
五
月
中
旬
1
昭
和
四
十
九
年
三
》

業

に

か

か

り

ま

す

。

月

末

日

ム

騒

音

の

た

め

、

み

な

さ

ん

に

た

警

戒

措

置

ん

い
へ
ん
ど
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
凶
発
破
十
分
前
に
予
告
サ
イ
レ
ン
~

が
、
工
事
完
成
の
た
め
、
ど
協
力
を
三
十
秒
間
吹
鳴
す
る
と
同
時
)

を

お

願

い

し

ま

す

。

に

、

海

上

で

は

赤

旗

を

立

て

た

日

発
破
作
業
は
危
険
の
な
い
よ
う
警
戒
船
が
巡
回
し
て
付
近
船
舶
一

じ
?
っ
ぷ
ん
注
意
し
て
施
工
さ
せ
に
発
破
を
通
知
し
ま
す
の
で
、
-

ま
す
が
、
万
一
の
場
合
も
あ
り
ま
船
舶
は
賞
島
か
ら
三
百
メ
l
ト
(

す
の
で
、
箕
島
お
よ
び
付
近
海
面
ル
以
上
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。
~

に
お
ら
れ
る
か
た
は
次
の
乙
と
に
凶
発
破
箇
所
に
は
周
囲
百
メ

l
ト
~

ご

注

意

く

だ

さ

い

。

ル

に

間

隔

五

十

メ

ー

ト

ル

ご

と

V

発

破

時

刻

の

赤

旗

を

立

て

ま

す

o

v

第
一
回
午
前
七
時
J
午
前
間
発
破
一
分
前
か
ら
サ
イ
レ
ン
を
山

七
時
三
十
分

吹
鳴
し
、
鳴
り
終
わ
る
と
同
時
的

第
二
回
正
午
t
午

後

一

時

に

発

破

し

ま

す

。

{

第

三

回

日
没
前
(
つ
ご
う
に
凶
発
破
終
了
後
三
十
分
以
内
は
箕
~

よ
り
実
施
す
る
こ
と
あ
り
)
島
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
~

長
崎
県
大
村
空
港
建
設
局
日

納

税

通

知

書

を

発

送

I
軽

自

動

車

税

I

昭
和
四
十
七
年
度
分
の
軽
自
動

車
税
納
税
通
知
書
を
五
月
十
三
日

発
送
し
ま
し
た
。
も
し
届
か
な
か

っ
た
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
課
税
課
へ
お
た
ず
ね

く
だ
主
い
。

⑥ 

西
大
村
出
張
所
は
五
月
二
十
二
日
か
ら
中
地
区
住
民
セ
シ
汐

l
で
業
務
を
開
始
ん
ま
す
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4今

中
地
区
公
民
館

(
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
内
)

お
し

lせ|

り

資

格

試

験

E 

調

理

師

試

験

期
日

七
月
四
日
(
火
)

長
崎
市
、
佐
世
保
市

福
江
市

場
所

衛
生
法
規
、
公
衆
衛
生
学

栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品

衛
生
学
、
調
理
理
論

飲
食
庖
や
給
食
施
設
な
ど

で
二
年
以
上
の
実
務
の
経

験
が
あ
る
も
の

願
書
締
切
五
月
末
日

科
目

資
格

りおおむ

曜当番医

市政だより

日6月

(S} 

千
円
(
調
理
業
務
経
歴

証
明
書
の
裏
書
一
通
に

つ
き
三
十
円
)

予
備
講
習
会

佐
世
保
市
六
月
十
九
、
二
十
日

長
崎
市
六
月
二
十
二
、
二
十
三

日六
月
二
十
六
、
二
十
七

口凶

受
験
料

福
江
市

手
数
料
五
百
円

※
申
込
用
紙
は
大
村
保
健
所
へ

画
危
険
物
取
扱
者
の
試
験

試
験
日
乙
種
六
月
十
一
日
(
日
)

丙
種
六
月
十
一
日
(
日
)

願
書
受
付
日

五
月
二
十
四
日
か
ら
五
月
三
十

一
日
ま
で

受
験
準
備
講
習
会

乙
種
五
月
二
十
八
日
か
ら
二

十
九
日
ま
で
(
大
村
市
労
働
会

館
、
九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
)

丙
種
五
月
二
十
七
日
か
ら
二

十
八
日
ま
で
(
大
村
消
防
署
講

堂
、
十
八
時
か
ら
二
十
一
時
ま

で
)

※
く
わ
し
く
は
大
村
消
防
署
へ

直
柔
道
昇
段
審
査
会

日
時

五
月
二
十
七
日
(
土
)

午
後
一
時
三
十
分

郡
中
学
校
体
育
館

実
技
・
学
科
・
投
の
形
・

(
初
段
・
二
段
・
三
段
)

大
村
東
彼
地
区
柔
道
協
会

内場
容所

主
催

募

集

圃
中
小
企
業
設
備
近
代
化

資
金
の
貸
付
け
及
び

機
械
設
備
譲
渡
の
申
し

込
み
受
付

設
備
近
代
化
資
金
の
貸
付
け

県
内
で
一
年
以
上
事
業
を
営
ん
で

い
る
中
小
企
業
者
に
機
械
設
備
費

の
二
分
の
一
以
内
の
資
金
を
無
利

子
で
貸
し
付
け
ま
す
。

貸
付
額
の
限
度
は
十
万
円
以
上
五

の

電
話
以

一一一l
一三
七
六
番
電
す

ーーご寄付ありがとうございましたーー

A
V
社
会
福
祉
事
業
費
へ

O
今
村
郷
の
川
崎
タ
エ
子
さ
ん
は

金

一

封

亡

夫

隅
夫
さ
ん
の
忌
明
け
に

。
大
村
高
等
学
校
昭
和

O
古
町
六
区
の
野
中
利
子
さ
ん
は

四
十
六
年
度
卒
業
生
亡
母
ス
ミ
さ
ん
の
忌
明
け
に

(
元
三
年
一
組
)
一
同

O
富
の
原
郷
の
佐
々
木
米
一
さ
ん

(
代
表
者
池
田
達
也
)
は
亡
母
タ
キ
さ
ん
の
忌
明
け
に

は
最
後
の
ク
ラ
ス
会

O
水
田
一
区
の
山
口
一
登
さ
ん
は

を
催
し
た
際
の
経
費
亡
父
金
治
さ
ん
の
忌
明
け
に

残
額
を

O
並
松
郷
の
原
田
嘉
文
さ
ん
は
亡

。
玖
島
郷
の
牟
田
鉄
夫
妻
静
子
さ
ん
の
忌
明
け
に

さ
ん
は
亡
母
ハ
ル
さ

O
宮
代
郷
の
山
田
静
雄
さ
ん
は
亡

ん
の
忌
明
け
に

父
友

一
さ
ん
の
忌
明
け
に

@
大
川
田
町
の
林
田
義

。
古
町
の
朝
長
一
郎
さ
ん
は
亡
妻

則
さ
ん
は
節
句
の
お

澄
子
さ
ん
の
忌
明
け
に

祝
金
の
う
ち
か
ら

。
小
路
口
郷
小
路
口
住

A
V
大
村
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合

宅
の
久
田
秘
実
さ
ん
会
へ
金
一
封

は
亡
父
田
中
元
作
さ

O
松
並
町
の
山
脇
作
郎
さ
ん
は
亡

ん

の

忌

明

け

に

父

市

松

さ

ん

の

忌
明
け
に

百
万
円
(
た
だ
し
五
百
万
円
以
上

は
場
合
に
よ
り
特
認
制
度
あ
り
)

ま
で
五
年
償
還
(
一
年
据
置
、
四

年
均
等
年
賦
)

機
械
設
備
譲
渡

県
内
で
一
年
以
上
の
事
業
経
営
者

で
原
則
と
し
て
従
業
員
二
十
人
以

下
の
企
業
(
五
十
人
ま
で
可
)
で

希
望
さ
れ
る
機
械
を
長
崎
県
中
小

企
業
設
備
近
代
化
協
会
で
購
入
し

年
賦
(
据
置
期
聞
を
含
め
三
年
以

上
四
年
半
以
内
)
で
譲
渡
し
ま
す

価
格
の
限
度
二
十
万
円
以
上
六
百

万
円
以
下
(
譲
渡
損
料
、
保
証
金

保
証
人
二
名
、
担
保
必
要
)

対
象
設
備

い
ず
れ
も
年
度
内
(
四
十
七
年
四

月
一
日
か
ら
四
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
)
に
設
置
予
定
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

申
請
書
の
受
付
期
間

第

一

次

四

J
五
月
受
付

診
断
六
月
審
査
決
定

第

二

次

六

J
七
月
受
付

診
断
八
月
審
査
決
定

申
請
書

大
村
商
工
会
議
所
内
中
小
企
業
相

談
所
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
商
工
会
議
所
ま
た

は
市
商
工
観
光
課
へ

幅
四
「
九
州
青
年
の
船
」

団

員

募

集

県
で
は
、
次
の
と
お
り
団
員
の

募
集
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

多
数
応
募
く
だ
さ
い
。

期
間
昭
和
四
十
八
年
一
月
二
十

七
日

l
二
月
十
一
日
(
十
五
日

間
)

寄
港
地
マ
ニ
ラ
、
香
港
、
沖
縄

(
那
覇
)

対
象
長
崎
県
六
十
名
(
二
十
歳

か
ら
二
十
五
歳
ま
で
)

負
担
金
二
万
円

事
前
研
修
八
月
(
二
日
)
、
十

月
(
二
日
)
、
十
二
月
(
三
日
)

以
上
の
研
修
に
参
加
で
き
る
者

募
集
期
間

五
月
十
五
日
か
ら

六
月
十
日
ま
で

申
込
方
法
社
会
教
育
課
に
関
係

書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
日

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い
応
募
さ
れ
る
か
た
は
、

く
わ
し
い
乙
と
を
社
会
教
育
課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

日|診療科目 |医院名 IP}fiUrn I電話|
内 科近藤医院武部 2-2527

4 日
耳鼻 いん乙う科 海江田医院 駅通り 2-3329 
内科 琴尾医院 東三城 2-2056 
内科 ・整形外科 橋口医院 原口 5-8739 

内 科 海浜医院 武部 2-3211 

11 外 科 中島外科向陽町 2鈎
日内 科 長崎医 院 寿古郷 5-8615

内 科 松尾医院 l玖島町 12-4412

1日8 
日艮 科 楠木眼科 東本町 2-2711 
外 科 田時医院 古町 2-2345 
|小児科 田川小児科 皆同郷15-8545

小児科 田川小児医院 武部 2-4000 

25 日
皮ふ科 佐伯医院 武部 2-4330 
外科 佐藤医 院 杭出津 2-3070 
内 科 沢 田医院 萱 瀬 5-7603 



(4) 

圃
中
小
企
業
振
興
資
金
の

ご

利

用

を

おおむら

市
は
、
市
内
中
小
企
業
者
の
運

転
資
金
お
よ
び
設
備
に
要
す
る
資

金
の
融
通
を
円
滑
化
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
融
資
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

対
象
市
内
に
住
所
ま
た
は
庖
舗

を
有
し
、
同
一
業
種
を
引
き
続

き
一
年
以
上
経
営
し
て
い
る
中

小
企
業
者

融
資
限
度
額
一
企
業
者
あ
た
り

二
百
万
円
以
内

融
資
期
間

運
転
資
金
二
十
カ
月
以
内

設
備
資
金
三
十
カ
月
以
内

融
資
利
率
年
利
八
・
七
六
%

償
還
方
法
原
則
と
し
て
月
賦
償

還
に
よ
る

申
込
所
商
工
会
議
所

※
く
わ
し
く
は
商
工
会
議
所

ま
た
は
市
商
工
観
光
課
へ

市政だより
個

日
制

只
J

川

R
A
酬

に

J
m

年
州
7
l
m
 

A
E
川

和
川
昭
酬

幅
四
市
観
光
協
会
職
員
募
集

二
十
三
歳
ま
で

マ
年
齢
と
性
別

の
女
子

マ
募
集
人
員
二
人

希
望
の
か
た
は
五
月
二
十
五
日

ま
で
に
履
歴
書
を
提
出
の
乙
と

マ
問
合
せ
先

玖
島
郷
四
五

市
観
光
協
会

電
話
。

l
三
六

O
五

ハー泊、

売

圏
不
用
品
の
公
売

市
役
所
で
使
用
し
不
用
と
な
っ

た
.
ハ
イ
ク
を
公
売
し
ま
す
。

日
時
五
月
二
十
三
日

午
前
十
時

I
午
前
十
一
時

場
所
市
役
所
裏
庭

公
売
物
件

バ
イ
ク
五

O
∞

四

台

バ
イ
ク
五
五
∞
二
台

バ
イ
ク
九

om
二
台

パ
イ
ク
一
二
五
∞
三
ム
ロ

入
札
方
法

一
般
競
争
入
札

入
札
保
証
金

入
札
金
額
の
百
分
の
五
以
上
で

現
金

開
札入
札
終
了
後
直
ち
に
行
な
う

代
金
納
入
方
法

即
納

落
札
物
件
の
引
取
り

代
金
納
入
後
引
取
る
も
の
と
し

午
後
五
時
ま
で
に
完
了
す
る
こ

、と
※
そ
の
他
く
わ
し
く
は
、
会
計
課

用
度
係
へ

催

し

も

の

一
春
の
殉
国
者
慰
霊
祭
一

五
月
二
十
四
日
(
水
)

午
前
十
時
三
十
分
開
式

場

所

県

忠
霊
塔

(
三
域
城
跡
)

※
参
列
さ
れ
る
遺
族
の
か
た
の
遺

族
の
章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話

人
を
通
じ
て
配
付
し
て
お
り
ま

す
が
、
も
し
届
か
な
い
か
た
が

あ
り
ま
し
た
ら
社
会
課
、
各
出

張
所
ま
た
は
遺
族
会
で
お
受
け

と
り
く
だ
さ
い
。

日
時

講

7買

.6. 
~ 

園
田
本
の
進
路
を
語
る

H

時
局
講
演
会
H

五
月
二
十
四
日
〈
水
)

十
九
時

l
二
十
一
時

場
所
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

(
職
業
安
定
所
横
に
五
月
二
十

二
日
よ
り
開
館
)

入
場
料

無
料

講
師
と
演
題

ω
武
田
邦
太
郎
氏

新
農
政
研
究
所
農
政
部
長
で
農

林
大
臣
顧
問
、
山
形
県
で
開
拓

に
従
事
の
体
験
を
も
ち
、
牧
畜

を
奨
励
東
京
帝
大
卒

演
題
「
国
際
化
時
代
と
日
本
農

業」

日
時

‘マ、・

…

川

区

長

級

品

ぷ

臨

む

乙

の

坂
口
は
古
来
、
交
通
と
戦
略
…

…

撃

が

れ

た

伝

説

須

の

要
衡
で
あ
っ
た
。
乙
乙
に
、
文
…

-
c
ttE・E
-
f
k・:
明
六
年
(
一
四
七
四
年
)
の
中
岳
…

一

…

大

村

純

忠

終

え

ん

“

一

・

合

戦
に
戦
功
が
あ
っ
た
重
臣
庄
頼
…

一

…

の

居

館

跡

①

甫

が

屋

敷
を
構
え
た
。

坂
口
パ
ス
停

dljL
V
騒
霊

園

圃

園

田

戦
国
末
期
に
…

…
よ
り
、
南
側
の
…
…
一
一J -
一一瞬
藤
臨
闘
臨
圃
園
田
園
聞
な
っ
て
、

竜
造…

…
山
手
に
う
っ
そ

立
母
鴻
材
料
開
制
関
齢
齢
船
齢
醐
園
寺
隆
信
の
圧
迫
…

日
時
五
月
二
士
ハ
日
(
金

)
1
…
う
と
し
た
老
木

絞

れ

臨

機

灘

組
組
闘
闘
圃
で
、
領
主
の
座
…

二

十

九

日

(

月

)

…

に

お

お

わ

れ

た

議

欝

謹

彊

圏

圃

置

を

息

子

に

譲

っ

…

午
前
九
時
J
午

後

五

時

…

泉

水

が

あ

る

。

隣
錨
灘
鱒
欄
関
幡
随
醐
闘
圃
圃
闇
圃
た
純
忠
が
、
天
…

場
所
中
地
区
公
民
館
(
西
大
村
長
の
川
と
呼

露

関

臨

調

園

正

十

二

年

(

一

…

古
町
、
本
通
り
中
地
区
住
民
セ
…
び
、
年
中
き
れ
藤
議

機

醤
園
箇
園
田
園
五
八
四
年
)
よ
…

ン
タ
l
内

)

…

い

な

水

が

わ

き

関

鱗
畿
鯨
蝋
関
鱒
幽
・
園
開
り
隠
居
所
と
し
…

内
容

洋
画
、
日
本
画
、
書
道
、
…
出
て
、
そ
う
め
翻
騒
欄
慮
義
組
圃
掴
園
田
た
。
純
忠
は
、
…

写
真
、
彫
塑
工
芸
、
版
画
…
ん
流
し
の
名
所
臨
闇

F
J繍
線
機
ふ
下
幽
園
田
踊
こ
こ
で
、
ひ
た
…

一

…

で

あ

っ

た

。

由

翻

欝

J
U国
臨

す

ら

、

信

仰

に

…

一
…
の
一

帯
が
、
キ
舗
幽
盟
国
国
開
説
教
総
議
翻
輔
掴
圃
圃
明
け
く
れ
る
余
…

…リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
有
名
な
十
生
を
お
く
つ
て
い
た
が
、
天
正
十
…

…
八
代
領
主
大
村
純
忠
の
隠
居
所
の
五
年
五
月
十
八
日
(
四
月
十
七
日
…

…
跡
で
あ
る
。
坂
口
館
と
称
し
た
。
の
説
も
あ
る
)
波
乱
に
富
む
五
十
…

か
な
め

日

大
村
平
野
の
扇
の
要
に
あ
た
る
五
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

凶
中
江
要
介
氏

外
務
省
ア
ジ
ア
局
参
事
官

演
題
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
外
交

の
課
題
」

主
催社
団
法
人
国
民
外
交
協
会

後
援大
村
市
、
市
教
育
委
員
会
、
大

村
市
農
業
協
同
組
合
、
松
原
農

業
協
同
組
合
、
商
工
会
議
所
、

青
年
会
議
所
、
文
化
団
体
連
絡

協
議
会

美

術

展

圃

市

美

術

展

市
制
初
周
年
記
念

講

習

AQE 

圃

手

話

講

習

会

今
ま
で
、
労
働
会
館
で
行
な
っ

て
お
り
ま
し
た
手
話
講
習
会
を
、

今
月
か
ら
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

次
の
と
お
り
開
催
し
て
お
り
ま
す

多
数
ど
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
毎
週
月
曜
日
十
八
時
J

十
九
時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
村
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
の
指

導
員
が
手
を
取
っ
て
指
導
し
ま
す

の
で
初
心
者
の
か
た
は
ふ
る
っ
て

ど
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所

日
時

毎
月
第
二
日
曜
日

十
時

直
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

初
心
者
講
習
会

場
所

大
村
自
動
車
試
験
場
前
の

仮
射
場
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